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農地（田・畑・専用牧草地）の構成農地（田・畑・専用牧草地）の構成
7-6 7-6

美深付近は我が国の稲作北限地帯に位置し、その上下流では農地
（田・畑・専用牧草地）の構成が異なっています。

●

出典：北海道市町村勢要覧（平成12年 経営耕地面積）

美深町より上流：朝日町・和寒町・剣淵町・士別市・風連町・名寄市・下川町・美深町

美深町より下流：音威子府村・中川町・幌延町・豊富町・天塩町
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河川水の利用河川水の利用
57-1 57-1
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天塩川の水利権

出典：「一級水系水利権調書」

北海道開発局（Ｈ13.3月）

天塩川の水利権は、かんがい用水が
最も多い。

●

名寄市、士別市等の上流部にかんがい
の水利用が集中している。

●



電力の一翼を担う水力電力の一翼を担う水力治水

48-22 48-22

● 電力の消費は、季節によっても、また、１日のなかでも昼間と夜間とでは
大きな差があります。このような電力消費の変化に対応し、安定した質の高い
電気とするために、水力、火力（石油、ガス、石炭など）、原子力等の各種電源を
バランス良く組み合わせて発電が行われています。

● これを電源のベストミックスといいます。
● 水力発電は、他の電源と比較して「非常に短い時間で発電開始（３～５分）が
可能」「電力需要の変化に素早く対応（出力調整）が可能 」 という特徴があります。
● このような特徴を生かして、調整池式・貯水池式・揚水式はピーク供給力として、
無くてはならない重要な役割を果たしています。

● 水力発電は、資源の少ない日本の貴重な純国産自然エネルギーです。

●1日の時間帯別の電源の組合せ

ピーク供給力

ミドル供給力

ベース供給力

揚水式水力

石炭

ＬＮＧ、ＬＰＧその他のガス

原子力

流れ込み式水力・地熱

石油

調整池式水力
貯水池式水力

※資源エネルギー庁 ホームページより



名寄大橋地点における水質の経年変化名寄大橋地点における水質の経年変化

BOD75%値

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

S
41
S
42

S
43

S
44

S
45

S
46

S
47

S
48

S
49
S
50

S
51

S
52

S
53

S
54

S
55

S
56
S
57

S
58

S
59

S
60

S
61
S
62

S
63

S
64 H
2

H
3

H
4

H
5

H
6
H
7

H
8

H
9

H
10

H
11
H
12

H
13

H
14
H
15

H
16

H
17

(mg/ℓ) (環境基準B類型：3.0mg/ℓ)

86-2 86-2

名寄大橋地点における水質の経年変化
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